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■概要
　当センターでは、脱炭素社会そしてエネルギーの地
産地消を目指し、CO₂を発生しないクリーンエネルギー
源として、井出治氏が提唱した第三起電力を電気エネ
ルギーに変換する開放型電気回路を研究している。こ
の変換技術を備えた新型電気機器の研究開発を行う。
新型電気機器のエネルギーフローを以下に示す。

■特色
　クリーンエネルギーを生成する手法として、ニコラ・テ
スラやエドウィン・グレイが研究した未解明の物理現象
（縦波的電磁気、冷電気）に着目している。井出治氏が
研究した第三起電力（未知起電力）も冷電気と同じ性
質をもつと推測される。当センターは、電気回路による
過渡現象や共振を利用し、空間の性質に起因する第三
起電力を開放型電気回路に誘導し、クリーンエネル
ギーに資する技術の開発を目指す。

■研究項目
　開放型電気回路の一例として、「コンデンサパルス放
電回路」の原理と理論について説明する。令和8年度は、
本回路の実験を行い、第三起電力（冷電気）の発生を検
証する予定である。

１．コンデンサパルス放電回路

■動作原理
① コンデンサCを初期充電後、火花スイッチをONし、コ
イルLに放電する。

② パルス共振電流が流れ、コンデンサの静電エネルギー
はコイルの磁気エネルギーに変換（蓄積）される。

③ コイルの磁気エネルギーが無くなるまで電流が流れ、
コンデンサを逆充電する。ダイオードにより電流の
反転は抑制される。

④ ③の直後（急峻な電流遮断により）、第三起電力（冷
電気）が発生し、逆充電の加速現象などが起きる可
能性が考えられる。

■理論式
　式（1）の左辺は、LCR回路に成り立つ通常の電圧方
程式であり、右辺が井出治氏が提案した第三起電力項
である。

　第三起電力項は、式（2）右辺の3つの成分に展開され
る。この式から、電流遮断時に電流変化や回路のインダ
クタンスの変化が顕著になると、第三起電力（冷電気）
が発生する可能性が考えられる。 

1．静止器型磁気結合コイル
(1) 過渡現象による正負のエネルギー分離実験
　図1に実験概要を示す。まずDC電源はコイル1(L1）
に電流を流す（通電時間141μs）。スイッチTr-SWを
開く直前に、L1は55.6μJのエネルギーを蓄えている。
Tr-SW開放後、L1は234.8μJのエネルギーを放出す
る（蓄えたエネルギーの4.2倍）。そのエネルギーは、コ
イル2（L2）が蓄積するエネルギー（179.2μJ）と回路
の熱損失（55.6μJ）に分配される。エネルギー分離効
率η=179.2/55.6=322%である。

(2) LC共振によるエネルギー再分配実験
　二次側に並列コンデンサを付加した差動接続切替
型相互誘導回路を対象として、過渡エネルギー交換特
性をシミュレーションお
よび実験の両面から検
討した。その結果、切替
前に蓄積された全エネ
ルギーに対し、各コイル
の仕事積分として大きな
正負の内部エネルギー
交換が現れることを確認
した。特にシミュレーショ
ンでは、再分配効率の指
標としてη=493%が得ら
れた。

研究成果等（１）研究成果

（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

　令和7年度は、正負のエネルギーの分離発生を可能
とする磁気結合コイルの理論と実験の研究をさらに
進めた。その成果の一部は査読付き論文として掲載さ
れた。しかしながら、その後の研究で、本現象は、正負の
エネルギーの分離ではなく、相互誘導コイル間の交換
仕事として、エネルギーの再分配が起きているという見
方が適切であることが分かった、また、磁気結合コイル
の原理を応用した新しい「コンデンサ放電型磁気反発
モータ」の基礎研究についても取り組んだ。
　令和8年度以降は、研究概要で述べたように、空間と
結合しやすい開放型電気回路として、「コンデンサパル
ス放電回路」を対象に研究を行う。第三起電力（＝縦波
的電磁気現象、冷電気）の理論を実験で検証する予定
である。

(3) 振り子型磁気反発モータ
　振り子型磁気反発モータを開発し、基礎実験を行っ
た（図3参照）。コアは軟鉄を選定した。その理由は、強
い反発トルクを発生させるためにはコイルに大電流を
流す必要があり、軟鉄をコアにしたコイルは大電流に対
して磁気飽和が起きにくいからである。実験の結果、最
大回転角は122°（放電開始から258ms後に到達。動
画解析）であった。瞬発トルクは過渡電流の約2サイク
ル（10.16ms）で消滅する。放電時のdL/dθは、何らか
の理由で、LCRメータ測定値より大きくなる。

（2）今後の展開・応用分野等

１．奨学寄附金／2件
　・サタケ技術振興財団：50万円（2023/4/1～2024/3/31）
　・津川モーター研究財団：75万円（2025/1/1～2025/12/31）
２．学術論文
(1) Y. Yoshida, Y. Suzuki : "Optimization of a Mutual Induction Circuit that Separates Zero Energy into Positive and Negative Energy ", IEEJ Journal of 
Industry Applications, Vol.14, No.6, pp.888-901(2025.11.1).

3．口頭発表／6件
(1) 吉田義昭，吉澤敬太：「コンデンサ放電による磁気反発モータ化に向けた基礎実験」，第34回 MAGDAコンファレンス in 松本 (MAGDA 2025)，（2025.11.11）
(2) 吉田義昭：「差動接続切替を用いた相互誘導コイルの過渡エネルギー再分配特性」，令和8年電気学会全国大会（仙台），4-089,（2026.3.14）
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(4) 吉田 義昭, 鈴木 志雄, "1つのスイッチでゼロエネルギーを正と負のエネルギーに分離する電気回路の過渡解析", 令和6年 電気学会 基礎・材料・共通部門（A部門）大会 
2024年9月4日

(5) Yoshiaki Yoshida, Yukio Suzuki, "Transient Analysis of the Electrical Circuit that Separates Zero Energy into Positive and Negative Energy", The 
International Council on Electrical Engineering Conference 2024 (ICEE2024) 2024.7.2.

(6) 吉田 義昭，「開放型磁気回路を用いた共振変圧器の効率特性」，令和6年電気学会全国大会（徳島），2024.3.14

C
om

prehensive  R
esearch  O

rganization  H
iroshim

a  Institute  of  Technology

研究成果等

(a) 実験風景　　　          　   　(b) 測定結果
図３.  振り子型磁気反発モータの実験

図２.  LC共振によるエネルギー再分配
（一次側コイルの実験値）

(a) 実験回路   　   　　　　　　　(b)出力波形
    図１.  過渡現象による正負のエネルギー分離実験    
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センターの概要
（1）主たる研究分野

（2）研究概要

〔プロジェクト研究センター設置期間： 令和５年４月～令和１０年３月（予定）〕

クリーンエネルギー研究センター
センター長 吉 田  義 昭（よしだ よしあき）／工学部　電気システム工学科・教授
共同研究者
（学　内）

【分野】
　工学（電気電子工学）
　数物系科学（物理学）
【キーワード】
　電気機器、共振回路、過渡現象、
　磁気エネルギー、未知起電力（第三起電力）、
　縦波的電磁気現象、冷電気

松岡　雷士（まつおか れお）／工学部　電気システム工学科・教授
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